










An Analysis of Pupils' Abilities for 'Writing Activity' 


























  「小学校においては日常生活に必要な国語の能力の基礎を，中学校においては社会生活に必要 
  な国語の能力の基礎を，高等学校においては社会人として必要な国語の能力の基礎をそれぞれ 
  確実に育成するようにする。」 





















 問題内容：あなたのお気に入りの本を一冊あげ，年上の人に読んでもらえるようにすすめる文章      
を書きなさい。 
 作文を書く際の条件： 
  ・マス目は原稿用紙と同じ使い方をすること。 
   書いて考える 
      思 考 
      意 見       
   書いて気づく 
      発 見 
     振り返り      
   書いて伝える 
      伝 達 
      報 告       
    書いて残す 
      記 録 




   書いて深める 
      理 解 
      把 握       
 
書いて明らかにする 
      説 明 
      解 説       
    
書いて覚える 
      暗 記 
      記 憶 
     
書いて創る 
      創 作 
      発 表       
  ・文字はていねいに書くこと。 
  ・題名は書かなくてよい。 
  ・13行以上，20行以内で書くこと。 
  ・３段落で書くこと。 
 用  紙：１行10字×20行，縦書きのマス目を付した解答用紙。 
 所要時間：国語の問題は全体で４問。作文は，このうちの１題をしめる。解答時間は全体で 30
分であるが，受験生が作文に費やした時間は概ね10～15分程度と推定される。 
 被 験 者：小学校６年生（520名） 
 実 施 日：平成20年１月19日 
 
３．研究の内容 








A お気に入りの本を一冊あげる。（読み手に）すすめる。 16名(14.1%)   
B 年上の人にすすめる。 0名( 0.0%) 
C 読んでもらえるようにすすめる。 0名( 0.0%) 
D お気に入りの本を一冊あげ，年上の人にすすめる。   0名( 0.0%)   
E お気に入りの本を一冊あげ，読んでもらえるようにすすめる。   83名(73.5%)   
F 年上の人に読んでもらえるようにすすめる。 0名( 0.0%) 
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                     ↓ 
サーチしたデータの中から，書き手の価値観（世界観）を介し特定の本を選ぶ。 
                     ↓ 
読み手に伝える。 
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  This paper has examined what kind of characteristics or tendencies pupils before graduation, the sixth graders 
in elementary school, have concerning 'writing activity' on the basis of the New Course of Study. As a result, 
while the establishment of procedure for writing could be recognized, on the other hand, the device to have 
them understood, concerning for others, has found out to be insufficient. 
 
 
